
1

温室効果ガス排出量は減少傾向だが、国が掲げている2050年カーボンニュートラルの実現に

向けて、町田市として2022年度からの次期環境配慮行動計画では、もう一段階高い目標値を

設定し、事業者としての脱炭素に向けた取り組みを加速させること。

2

廃棄物の排出量は増加傾向にあり、かつ再利用率は低下している。また、一部データの把握

漏れが確認された。

具体的な改善策を講じて、排出内容・排出量の正確な把握を行うとともに、排出量の削減と

再利用率の上昇に努めること。

3

グリーン購入達成率は、年々低下しており、2020年度は79.4％となった。市が率先して環境

に配慮した商品を購入することは、商品の市場への供給を促し、環境配慮型製品が購入しや

すい環境を整備するうえで非常に重要である。このことを認識し、達成率の高い組織・学校

の取り組み内容をベストプラクティスとして共有するなど、全体の達成率向上に取り組むこ

と。

4

環境法令の遵守について、不適合件数が2019年度の80件から、2020年度は24件に減少した。

しかしながら、環境法令については、不適合０件であることが基準である。

未是正の案件があった場合は速やかに是正対応を行い、今後も法令遵守に努めること。
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